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審
査
侃
幹
事
会
4
日
後
、
事
業
者
に
通
知

秦
野
市
渋
沢
の
付
敵
鉢
山
（
3
1
9
㍍
）
表
面
区
域
で
の
大
規
模
霊
園
開
発

闇
題
で
、
県
土
地
利
用
調
整
条
例
に
基
づ
い
て
林
地
開
発
計
画
の
適
否
を
審
査

す
る
幹
事
会
に
出
席
し
た
複
数
の
県
幹
部
が
、
許
可
を
前
提
と
す

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
幹
事
会
は
1
時
間
足
ら
ず
で
終
了
し
て
山

重
な
動
構
物
の
生
息
す
る
地
域
の
開
発
許
可
濫
関
す
る
審
査
が
形
式
勢
等
た

可
能
性
が
浮
か
ん
だ
。

頗
発
計
画
を
審
査
し
た

の
は
、
県
庁
の
関
係
轟

長
レ
ベ
ル
幹
事
会
。
毎
日

新
聞
社
の
情
報
公
開
請
求

で
開
示
さ
れ
た
議
事
録

で
、
出
席
者
の
発
言
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

議
事
録
に
よ
る
と
、
幹

【
商
賓
夫
】

事
会
が
開
か
れ
た
の
は
昨

年
1
月
2
8
日
で
、
開
発
に

関
係
す
る
計
1
0
課
の
課
長

級
が
出
席
。
冒
頭
で
、
同

集
葛
義
き
を
担

当
鷺
凍
源
蔓
傑
全
課

事
務
鹿
瀞
「
（
蔓
や

秦
野
市
墨
嗣
葦
で
）
事
、

前
協
議
は
了
し
て
い
る
」

と
説
彗
そ
の
上
で
各
課

に
経
過
報
告
を
求
め
た
。

「
県
は
重
い
判
断
」

い
っ
た
ん
は
賛
否

幹
事
会
で
は
、
水
源
環

墳
保
全
課
長
の
「
審
査
基

準
を
お
お
む
ね
満
た
し
て

い
る
の
で
、
林
地
開
発
府

為
許
可
の
見
込
み
と
判
断

す
る
」
と
の
報
告
に
予
環

囁
農
政
局
総
務
室
長
が

「
自
然
署
豊
か
な
場
所

で
の
大
規
模
開
発
な
の

で
、
県
と
し
て
は
重
い
判

断
を
す
る
形
に
な
る
と
思

う
」
と
疑
問
を
皇
す
な
ぞ
、

い
っ
た
ん
は
許
可
を
出
す

こ
と
へ
の
賛
否
が
讃
翰
さ
．

れた。総
務
室
長
は
「
課
長
級

の
蕃
査
で
は
な
く
（
上
部

会
議
に
当
た
る
）
関
係
局

長
レ
ベ
ル
の
調
葦
蕃
議
に

諮
る
べ
き
だ
」
と
の
考
え

も
示
し
た
が
、
幹
事
長
を

務
め
た
土
地
水
資
源
対

策
課
長
が
「
幹
事
会
で
審

議
も
た
結
果
を
出
し
て
了

と
し
た
い
」
　
「
突
然
、
卓

か
ら
調
整
会
議
に
諮
る
と

い
う
話
で
は
な
い
と
思

う
」
な
ど
と
発
言
。
幹
事

会
は
開
発
府
為
を
認
め
る

こ
と
を
決
め
て
約
5
0
分
間

で
終
了
し
、
4
日
後
の
2

月
1
日
村
で
蕃
査
替
宋
通

知
毒
が
事
業
者
に
出
さ
れ

た。
こ
の
結
果
を
踏
ま
見
、

有
識
者
ら
で
構
成
す
る

「
県
森
林
審
彗
至
は
今

年
2
月
1
3
日
の
会
議
で
、

「
事
業
者
に
付
帯
事
項
を

付
け
て
開
発
許
可
を
出

す
」
と
す
る
県
へ
の
答
申

内
容
を
決
定
。
県
は
3
月

た。
同
条
例
で
は
「
市
街
化

を
葡
す
べ
轟
域
で
面

積
1
粉
．
以
上
の
開
発
暦
為

を
行
う
場
合
、
開
発
計
寵

の
適
否
を
奉
養
す
る
」
と

定
め
て
い
る
や
公
益
財
団

法
人
志
操
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
」
　
（
愛
川
町
）
が

開
発
計
画
を
進
め
る
霊
園

（
面
層
や
9
竃
の

襲
撃
定
地
の
爪
痕
笥
山

南
面
区
腰
は
遠
蝶
「
オ

オ
ム
ラ
サ
至
な
ど
卓
重

な
髪
が
生
息
し
、
審

査
結
果
が
注
目
さ
れ
て
い

た
q


